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な
ん
た
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
－22－

※
担
任
の
先
生
、
担
当
教
科
の
先
生

の
講
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●総人口：34,685人（＋9)
（男：16,670人・女：18,015人）

（＋9） （±0）

●世帯数：13,628世帯（＋13)
（平成22年9月1日現在）

（　）内は前月比　

「
大
き
な
木
」

関　

直
人
さ
ん
（
３
年
）

　

「
い
っ
ぱ
い
、
ゆ
め
い
っ
ぱ
い
」

片
山　

森
尊
さ
ん
（
２
年
）

▲宇宙を旅する大きなロケットです。
前にはブランコもついていて、いつで
も遊べます。

「
夕
顔
」

小
寺　

慧
弥
さ
ん
（
６
年
）

▼

不
思
議
な
た
ま
ご
を
割
っ
て
み
る
と
、
大

す
き
な
モ
ン
ス
タ
ー
ハ
ン
タ
ー
と
ポ
ケ
モ
ン

が
出
て
き
ま
し
た
。

▼

天
に
向
か
っ
て
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
木
で

す
。
そ
の
木
を
見
上
げ
な
が
ら
ブ
ラ
ン
コ
で

遊
ぶ
の
は
楽
し
い
で
す
。

▼

文
字
の
大
き
さ
を
確
か
め
な
が
ら
、
調
和

の
と
れ
た
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
ロ
ケ
ッ
ト
」

小
寺　

翔
輝
さ
ん
（
１
年
）

　（ばあばより）

しお　がい　　　　り　　く

塩貝　莉空くん  （１歳７カ月）
●八木町

「いつも、おいしい野菜ありがとう　
  じいちゃん、ばあちゃんだいすき」

は
や 

と

塩
内　

捷
人
く
ん 

（
３
歳
）

き
ょ
う

　
　
　

京
ち
ゃ
ん 

（
１
歳
6
カ
月
）

●
日
吉
町

「兄妹仲良く元気でネ！」

市民提案型まちづくり活動支援交付金制度を創設
【特 集】

2010年
8・9月号

　

園
部
小
学
校
鼓
笛
隊
の
パ
レ
ー

ド
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
？
誌

面
で
は
５
文
字
で
す
が
大
勢
の

方
々
に
記
憶
を
た
ど
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
市
役
所
職
員
か
ら
当
時

の
担
任
の
先
生
を
教
え
て
も
ら
い
、

先
生
も
当
時
の
資
料
を
調
べ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
感
謝
。
京
都
新
聞
の
当
時
の

記
事
に
は
、
自
動
車
シ
ョ
ー
も
同

時
開
催
と
あ
り
、
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
た
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　

  　
　
　

（
Y
ａ
）

（じいちゃん、ばあちゃんへ）

| 

南
丹
市
立
摩
気
小
学
校
|



3 2広報なんたん8・9月号 広報なんたん8・9月号

　
南
丹
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
参
加
と
協
働
の
仕
組
み
を
ル
ー

ル
化
し
た
「
南
丹
市
市
民
参
加
と
協
働
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」

を
本
年
４
月
１
日
に
施
行
し
ま
し
た
。
　

　
こ
の
条
例
施
行
後
、
実
際
に
市
民
参
加
と
協
働
を
進
め
る
施
策

の
第
一
弾
と
し
て
創
設
し
た
の
が
「
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
活

動
支
援
交
付
金
制
度
」
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
や
お
考
え
を
具
体
的
な

事
業
と
し
て
提
案
･
実
施
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今月の表紙（14ページ関連）
　美山ゑびす屋オープニングイベ
ント（橋面アートイベント）。ゑ
びす様の顔に口を描く黒田秋さ
ん。黒田さんは「絵が消えてしま
うのは残念だけど、みんなで一生
懸命絵を描けて楽しかった」と話
してくれました。

もくじ

人権の窓／環・境・市・民⑪

いきいき南丹⑩

図書館へようこそ！／暮らしにホッと⑫

地デジ対応に関するアンケート結果⑥

ぶらりなんたん⑬

なんたんミュージアム／わが家のアイドル⑯

【特集】　市民提案型まちづくり活動
　　　　支援交付金制度を創設

②

みんなのひろば⑭
・南丹市美山和泉交差点観光交流広場
  オープン記念式典・オープニングイベント　ほか

インフォメーション⑦
・マイ箸・マイ茶碗づくりキャンペーン　ほか

行政トピックス⑧
・消防操法大会
・男女共同参画フォーラム　ほか

　市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
活
動

　
　
　
　
　支
援
交
付
金
制
度
と
は

　

こ
の
制
度
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市

民
の
皆
さ
ん
が
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
個
性
的
で
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
組
織
さ
れ
て
い

る
団
体
に
提
案
・
実
施
い
た
だ
い
た
公

益
活
動
に
対
し
て
交
付
金
を
交
付
し
支

援
を
行
い
ま
す
。
対
象
事
業
は
、
自
由

提
案
型
事
業
と
課
題
設
定
型
事
業
の
２

つ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　交
付
金
の
交
付
対
象
と
な
る
団
体
は

　

こ
の
交
付
金
の
交
付
対
象
と
な
る
団

体
は
、
２
人
以
上
で
自
主
的
に
組
織
さ

れ
、
市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
非
営
利

団
体
で
、
構
成
員
の
う
ち
半
数
以
上
が

南
丹
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
。

　自
由
提
案
型
事
業
と
は

　

自
由
提
案
型
事
業
と
は
、
市
民
団
体

な
ど
が
自
由
な
テ
ー
マ
で
提
案
・
実
施

さ
れ
る
社
会
的
ま
た
は
地
域
的
な
課
題

解
決
に
関
す
る
事
業
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

　

原
則
、
そ
の
年
度
内
に
完
了
す
る
新

規
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
既
存

事
業
で
あ
っ
て
も
、
事
業
の
質
を
高

め
、
新
た
な
展
開
を
図
る
も
の
は
対
象

と
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
課
題
設
定
型

特集　市民提案型まちづくり活動支援交付金制度を創設特集　市民提案型まちづくり活動支援交付金制度を創設

市民提案型まちづくり活動支援 交付金制度を創設
を応援します ～～ 市民の皆さんの活動

事
業
も
同
様
で
す
。

　課
題
設
定
型
事
業
と
は

　

課
題
設
定
型
事
業
と
は
、
市
が
設
定

し
た
テ
ー
マ
（
別
表
）
に
基
づ
き
、
市

民
団
体
な
ど
が
提
案
・
実
施
さ
れ
る
社

会
的
ま
た
は
地
域
的
な
課
題
解
決
に
関

す
る
事
業
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　ど
ん
な
経
費
が
補
助
金
の
対
象
に

　

講
師
へ
の
謝
礼
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ

シ
の
作
成
費
用
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使

用
す
る
施
設
の
使
用
料
や
物
品
の
賃
借

料
、
事
務
用
品
、
材
料
の
購
入
費
な
ど

が
交
付
金
の
交
付
対
象
経
費
で
す
。

　交
付
金
の
額
は

　

自
由
提
案
型
事
業
、
課
題
設
定
型
事

業
い
ず
れ
の
事
業
も
補
助
率
は
、
交
付

対
象
経
費
の
10
分
の
10
以
内
で
す
。
交

付
金
の
限
度
額
は
、
自
由
設
定
型
事
業

が
10
万
円
、
課
題
設
定
型
事
業
が
20
万

円
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
事
業
は
対
象
外
で
す

　

団
体
構
成
員
の
親
睦
や
趣
味
的
な
活

動
を
目
的
と
す
る
も
の
、
事
業
費
の
大

部
分
を
飲
食
費
が
占
め
る
も
の
、
営

利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
、
国
や

府
な
ど
か
ら
補
助
金
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
る
も
の
な
ど
は
こ
の
事
業
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
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　平
成
22
年
度
分
事
業

　

平
成
22
年
度
分
事
業
に
つ
い
て
、
お

知
ら
せ
な
ん
た
ん
、
南
丹
市
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
活
用
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

広
く
お
伝
え
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
事
業

提
案
を
８
月
20
日
ま
で
募
集
し
ま
し

た
。
募
集
期
間
中
は
、
多
く
の
方
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
最
終
的
に
20
件
の

事
業
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
提
案
い
た
だ
い
た
事
業
に

つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
審
査
委
員
会

で
の
審
査
を
し
た
上
で
、
交
付
金
交
付

の
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

特集　市民提案型まちづくり活動支援交付金制度を創設特集　市民提案型まちづくり活動支援交付金制度を創設

　来
年
度
に
向
け
て
ご
準
備
を
！

　

こ
の
事
業
は
来
年
度
以
降
も
継
続
し

て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
す
で
に
活
動

を
さ
れ
て
い
て
活
動
の
内
容
を
広
げ
よ

う
と
お
考
え
の
方
、
地
域
で
何
か
で
き

る
こ
と
が
な
い
か
検
討
中
の
方
な
ど
、

今
年
度
応
募
の
あ
っ
た
左
記
の
提
案
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
来
年
度
に
向
け
て

準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
質
問
や
相
談

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
推
進
課
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（別表）課題設定型事業におけるテーマ
事業の提案から交付金交付までの流れ

南

丹

市
③提案事業の審査

市
民
団
体

⑦提案事業の実施

①提案事業の募集

②事業の応募

④交付金交付の内示

⑥交付金交付決定

⑧事業実績報告

⑨交付金交付

⑤交付金交付申請

区分 提　案　内　容
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①
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市内にサイクリングで訪れる人々のための休憩所を設置
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①
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※交付金の交付が決定した提案内容ではありません。

☆平成 22 年度提案事業（主な提案内容）
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８
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。
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付
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消費者被害の防止
悪徳商法などの被害に遭ってもだれにも相談できなかったり、被害に気付かないこと
もあります。中には地域の方々の見守りにより防げる被害があります。そこで、消費者
被害の防止に関する協働事業を提案ください。

中心市街地の再生 南丹市の「顔」でもある街なかを市民が憩い、楽しみ、経済と文化の中核をなす「中
心市街地のにぎわい創出」に関する事業を提案ください。

南丹市のブランド価値の
向上

南丹市の魅力と誇りの向上のため「南丹ならではのものやコト」を提案ください。

南丹市ふるさとの川ク
リーン運動

河川の環境保全・環境美化活動に関するアイデアを提案ください。

南丹市ふるさとの道ク
リーン運動

道路の環境保全・環境美化活動に関するアイデアを提案ください。

環境教育・環境活動情報
のネットワーク化

個人、グループ、企業などさまざまな主体によって環境に関する教育や活動が行われ
ています。それぞれの情報を一元化するネットワークの構築を提案ください。

不法投棄防止活動 市民、事業者、各種団体、行政が協働し、不法投棄の防止を図ることができる取り
組みを提案ください。

ごみ減量、リサイクル・
リユース活動

循環型社会の構築に向け、廃棄物対策だけでなく、皆さんの生活や事業の活動など
と密接に連携した実践活動に関する協働事業を提案ください。

動物愛護 人と動物が共生するより良い社会づくりを目指した普及啓発活動を提案ください。

廃食用油回収拠点の設置
廃食用油を回収し、バイオディーゼル燃料や石鹸に再生することで、排水の汚染防止
や二酸化炭素排出削減を図るため、廃食用油回収拠点づくりなどの事業を提案くだ
さい。

新エネルギー研究事業 今後の実用化が期待される身近な地域社会の中に利用できる新エネルギーの活用な
どを提案ください。

高齢者集落活性化対策①
高齢化比率の高い集落では、草刈りや除雪などの作業が困難になっています。広域
的な連合などの仕組みを研究し、協働により具体的課題解決が図ることのできる取り
組みを提案ください。

高齢者集落活性化対策②
高齢化が進む地域において、「匠のワザ」の伝承や、小規模農家の農作物の販売な
ど高齢者がその技術を手軽に生かすことができ、集える場所の提供や地域に関わる
仕組みづくりを提案ください。

地域交通支援対策 一部地域では交通手段が少なく、高齢者などの移動手段の確保が課題となっていま
す。課題解決に向けた取り組みを提案ください。

交通安全見守り隊 子どもを交通事故や犯罪から守るため、通学路における子どもの保護・誘導を行うな
ど子どもの安全確保に関する事業を提案ください。

工芸みやげもの開発 国民文化祭京都 2011の開催を視野に、「ものづくりのまち南丹市」ならではの「ほん
まもんセット」の企画開発を提案ください。

定住促進のためのネット
ワーク組織

過疎地域への定住希望者に対し、情報を提供する組織の設置やその仕組みの構築
を提案ください。

南丹市６次産業倶楽部の
創設

地域農林産物の生産者（１次産業者）と加工実施者（２次産業者）と流通・販売実
施者（３次産業者）とのマッチングを通じて、新たな産業（６次産業倶楽部など）の
創設を提案ください。

食の安心・安全活動 親子における一連の農作業体験活動を通じて、食の安全性、食育、環境に関するこ
となど、現在の食をとりまく社会の現状を考える活動を提案ください。

※上記のテーマは、平成22年度提案・実施事業に設定したものです。来年度以降、一部変更することがあります。
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　南丹市では、ＮＰＯ法人京都匠塾とタイアップし、マイ箸・マイ茶碗づくりキャンペーンを実
施しています。自分で作ったお箸と茶碗を使って食べる料理は一段とおいしくなることでしょ
う。この機会に地域やグループで取り組んでみませんか。

　南丹市では、皆さんのご家庭の地上デジタル放送（以下、地デ
ジ）対応状況を調査するため、1,400世帯に対してアンケートを
実施しました。ここでは主な問いと回答を紹介しますので、参考
にしていただき、地デジ化へのご準備をお願いします。

◇キャンペーン期間　11月30日（火）まで
◇会　場　基本的に指定された場所（公民館など）
　　　　　に出向き行います。
◇費　用　無料（指導料、材料費など一切掛かりません）
◇その他　１グループ10人～30人を目安に
　　　　　お申し込みください。
　　　　 （10人以下、30人以上の場合はご相談ください）

★申込・問合せ先　ＮＰＯ法人京都匠塾　TEL（0771）68-1731

アンケートの結果

南
丹
市
副
市
長
に  

松
田 

清
孝
氏 

が
就
任

　

平
成
22
年
第
２
回
南
丹
市
議
会
６
月

定
例
会
に
提
案
し
た
人
事
議
案
が
６
月

24
日
に
承
認
さ
れ
、
７
月
１
日
付
け
で

松
田
清
孝
氏
（
園
部
町
）
が
副
市
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
26
年
６

月
30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

松
田
氏
は
昭
和
27
年
生
ま
れ
、58
歳
。

昭
和
46
年
に
八
木
町
役
場
に
奉
職
。
人

事
秘
書
課
長
、
総
務
課
長
を
経
て
、
南

丹
市
発
足
後
は
、
事
業
部
長
、
企
画
管

理
部
長
、
総
務
部
長
を
務
め
ま
し
た
。

インフォメーション

▲

７
月
１
日
就
任
式
で
訓
示
す
る
松
田
副
市
長

旭日単光章叙
勲

　昭和50年から4期16年間、日吉町議会議員と
して地方行政の発展に尽力されました。日吉
町議会議長、副議長、経済建設常任委員会委
員長、同和対策特別委員会委員長などを歴
任。特に、同和対策を最重要課題として取り
組み、同和問題解決の拠点となる隣保館や子
どもたちの遊びと学習の場となる児童館・体
育館の建設などにその手腕を発揮されまし
た。また、日吉町がアーチェリー競技の会場
となった京都国体では、日吉町実行委員会顧
問・総務企画専門委員会委員長として、競技
の普及など町が一体となった取り組みを進
め、大会の成功に寄与されました。
　ご冥福をお祈りします。

「地方自治の伸展に貢献」
故・上段　義継さん（日吉町）

̶11̶

情報整備
シリーズシリーズ
情報整備地上デジタル放送対応状況

に関するアンケート結果
地上デジタル放送対応状況
に関するアンケート結果

調査対象：無作為に抽出した1,400世帯（世帯主宛、各町ごとに350世帯）
調査期間：平成22年７月１日～平成22年７月31日
回 収 率：620／1,400（44.29％）

☆経済的理由で地デジに対応できないという方
　生活保護世帯などには総務省が簡易チューナーを無償給付しています。
　申込期間が平成22年12月28日までですので、お早めにご相談ください。
　◇問い合わせ先　総務省地デジチューナー支援実施センター　℡0570－033840

☆地デジを見る方法が分からないという方
　まず、次のいずれかの問い合わせ先にご相談ください。
　◇問い合わせ先　デジサポ京都　℡075－330－3030
　　　　　　　　　南丹市情報推進課　℡0771－68－0019
　　　　　　　　　南丹市情報センター　℡0771－63－1777

問　2011年７月24日までに地上アナログ放送
が終了することをご存知ですか？

問　現在、地デジをご覧になっていない理由をお聞かせください。

問　ご家庭で地デジをご覧になっていますか？

　時間的余裕があると答えた地デジ対応予定の方やすでに対応済みの方が84％でした。一方、「地デジ
を見る方法が分からない」、「経済的に地デジを見る余裕がない」という方が11％おられました。

マ イ 箸：朴（ほお）の木など地元産材を、本格的な木工具を使って削りだし、焼き付けペン
で自分だけのマークを付けることもできます。拭き漆を施しお渡しします。

マイ茶碗：粘土を形成し、手回しロクロでオリジナル茶碗を作ります。好みに合わせて、そば
猪口（ちょこ）や納豆茶碗なども作れます。作品は窯で焼き上げお渡しします。

0 50 100 150

アナログ放送終了まで時間的余裕がある
経済的に地デジを見る余裕がない
地デジを見る方法が分からない

テレビを見ない
その他
未回答

122人（57.01％）
53人（24.76％）

16人（7.48％）
1人（0.47％）

17人（7.94％）
5人（2.34％）

知らない　2人（0.32％）
未回答　　2人（0.32％）

知っている
616人

（99.36％）

未回答　9人
（1.45％）

地デジを視聴
397人

（64.03％）

アナログ放送
を視聴
214人

（34.52％）
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回 収 率：620／1,400（44.29％）

☆経済的理由で地デジに対応できないという方
　生活保護世帯などには総務省が簡易チューナーを無償給付しています。
　申込期間が平成22年12月28日までですので、お早めにご相談ください。
　◇問い合わせ先　総務省地デジチューナー支援実施センター　℡0570－033840

☆地デジを見る方法が分からないという方
　まず、次のいずれかの問い合わせ先にご相談ください。
　◇問い合わせ先　デジサポ京都　℡075－330－3030
　　　　　　　　　南丹市情報推進課　℡0771－68－0019
　　　　　　　　　南丹市情報センター　℡0771－63－1777

問　2011年７月24日までに地上アナログ放送
が終了することをご存知ですか？

問　現在、地デジをご覧になっていない理由をお聞かせください。

問　ご家庭で地デジをご覧になっていますか？

　時間的余裕があると答えた地デジ対応予定の方やすでに対応済みの方が84％でした。一方、「地デジ
を見る方法が分からない」、「経済的に地デジを見る余裕がない」という方が11％おられました。

マ イ 箸：朴（ほお）の木など地元産材を、本格的な木工具を使って削りだし、焼き付けペン
で自分だけのマークを付けることもできます。拭き漆を施しお渡しします。

マイ茶碗：粘土を形成し、手回しロクロでオリジナル茶碗を作ります。好みに合わせて、そば
猪口（ちょこ）や納豆茶碗なども作れます。作品は窯で焼き上げお渡しします。

0 50 100 150

アナログ放送終了まで時間的余裕がある
経済的に地デジを見る余裕がない
地デジを見る方法が分からない

テレビを見ない
その他
未回答

122人（57.01％）
53人（24.76％）

16人（7.48％）
1人（0.47％）

17人（7.94％）
5人（2.34％）

知らない　2人（0.32％）
未回答　　2人（0.32％）

知っている
616人

（99.36％）

未回答　9人
（1.45％）

地デジを視聴
397人

（64.03％）

アナログ放送
を視聴
214人

（34.52％）
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五
感
で
学
び
、
伝
え
る
食
教
育

―
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
―

　

４
回
目
と
な
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
キ
ラ

リ
な
ん
た
ん
』
を
６
月
27
日
、
南
丹
市

国
際
交
流
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
食

育
・
料
理
研
究
家
の
坂
本
廣
子
さ
ん
が
、

テ
レ
ビ
番
組「
ひ
と
り
で
で
き
る
も
ん
」

の
制
作
に
か
か
わ
っ
た
経
験
や
、
自
身

が
主
宰
す
る
料
理
教
室
で
行
う
食
教
育

な
ど
を
基
に
講
演
。「
子
ど
も
に
は
６
歳

ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
さ
せ
て
ほ

し
い
。子
ど
も
は
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
物
事
を
判
断
す
る
能
力
や
自
信
を
身

に
付
け
る
。
食
教
育
は
教
え
る
の
で
は

な
く
、
本
物
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

▲ポンプ車操法の部優勝　八木支団チーム▲分かりやすく楽しい対談形式の講演

▲小型ポンプ操法の部優勝　美山支団チーム

行
政

 
ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
こ
こ
ろ
一
つ
に
火
点
を
目
指
す

正
確
な
操
作
１
秒
で
も
早
く
！

―
消
防
操
法
大
会
―

　

７
月
18
日
、
園
部
公
園
多
目
的
運
動

場
で
、
第
21
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会

の
代
表
選
考
を
兼
ね
た
第
２
回
南
丹
市

消
防
団
操
法
大
会
を
開
催
。
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に

支
団
の
代
表
１
チ
ー
ム
ず
つ
が
出
場
し

ま
し
た
。
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
、
大
き
な
号
令
と
き
び
き
び
し
た
動

作
で
ホ
ー
ス
を
延
長
し
、
動
作
の
正
確

さ
や
標
的
を
倒
す
ま
で
の
時
間
な
ど
を

競
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
は
美
山
支
団
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

は
八
木
支
団
が
優
勝
し
て
府
大
会
の
出

場
権
を
獲
得
。
府
大
会
出
場
に
向
け
益

田
武
彦
団
長
は
「
南
丹
市
の
代
表
と
し

て
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
力
い
っ

ぱ
い
の
操
法
を
披
露
し
て
き
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
の
府
大
会
で
は
、
入
賞
は

な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
訓
練
の
成
果
を

十
二
分
に
発
揮
し
健
闘
し
ま
し
た
。
ま

た
、
八
木
支
団
指
導
員
が
腕
用
ポ
ン
プ

操
法
を
披
露
し
、
的
が
倒
れ
た
瞬
間
、
大

き
な
拍
手
と
歓
声
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

障
が
い
へ
の
理
解
の
輪
広
が
れ

―
発
達
障
害
支
援
講
演
会
―

　

翻
訳
家
ニ
キ
・
リ
ン
コ
さ
ん
の
講
演

会
を
6
月
29
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会

館
で
行
い
、
保
護
者
や
教
育
、
保
健
関

係
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
、

1
2
0
人
あ
ま
り
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
ニ
キ
さ
ん
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
周
囲

と
の
違
和
感
を
抱
き
な
が
ら
育
ち
、
30

代
に
な
っ
て
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
と

診
断
さ
れ
ま
し
た
。
言
わ
れ
た
こ
と
を

そ
の
ま
ま
受
け
取
っ
て
し
ま
う
特
徴
や
、

２
つ
の
こ
と
を
同
時
に
す
る
事
の
難
し

さ
な
ど
、
ニ
キ
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
通
じ
て
、
発
達
障
が
い
の

方
に
対
す
る
〝
な
ぜ
？
〞
へ
の
理
解
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

▲食教育の大切さを語る坂本さん

8

市
が
一
つ
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
を

―
岸
上
副
市
長
退
任
式
―

　

岸
上
吉
治
副
市
長
が
任
期
満
了
に
よ

り
６
月
30
日
付
け
で
退
任
し
ま
し
た
。

岸
上
副
市
長
は
旧
八
木
町
議
会
議
長
、

八
木
町
長
を
経
て
、
平
成
18
年
７
月
か

ら
は
助
役
お
よ
び
副
市
長
と
し
て
４
年

間
に
わ
た
り
、
市
政
伸
展
に
尽
力
し
ま

し
た
。

　

退
任
式
で
は
市
職
員
を
前
に
「
こ
れ

か
ら
は
合
併
と
い
う
言
葉
は
使
わ
ず
、

旧
４
町
の
垣
根
を
取
り
払
っ
て
南
丹
市

が
一
つ
に
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

さ
ら
に
進
め
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

労
苦
を
ね
ぎ
ら
う
大
き
な
拍
手
に
送
ら

れ
な
が
ら
、市
庁
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

知
事
と
和
ぃ
和
ぃ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

―
府
民
交
流
会
in
南
丹
―

 

「
明
日
の
京
都
」
や
「
明
日
の
南
丹
」

の
将
来
像
を
山
田
京
都
府
知
事
や
佐
々

木
南
丹
市
長
、
栗
山
亀
岡
市
長
、
寺
尾

京
丹
波
町
長
が
熱
く
語
る
座
談
会
が
京

都
学
園
大
学
「
光
風
館
」
で
７
月
24
日

に
開
催
さ
れ
、
お
よ
そ
3
5
0
人
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
第
２
部
で
は
、
南
丹

地
域
で
活
躍
す
る
住
民
代
表
４
人
が

日
々
の
活
動
を
実
演
。
子
育
て
支
援
活

動
を
さ
れ
て
い
る
桑
原
修
子
さ
ん
（
八

木
町
）
が
山
田
知
事
を
相
手
に
、
働
き

か
け
で
褒
め
た
場
合
と
し
か
っ
た
場
合

の
違
い
を
実
践
さ
れ
、
知
事
の
困
惑
し

た
表
情
に
会
場
が
沸
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
高
め
よ
う
人
権
意
識

―
南
丹
市
人
権
教
育
講
座
―

　

人
権
教
育
講
座
を
３
つ
の
テ
ー
マ
で

開
講
し
ま
し
た
。
７
月
15
日
、
園
部
公

民
館
で
の
第
１
回
講
座
は
、
京
都
府
家

庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
副
所
長
の
柴
田

長
生
さ
ん
が
児
童
虐
待
に
つ
い
て
講

演
。「
最
近
の
虐
待
は
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養

育
拒
否
）
の
事
例
が
増
え
て
い
る
。
虐

待
に
気
付
い
た
ら
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
関
係
機
関
に
相
談
し
、
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
第
２
回
は
障
が
い
の
あ

る
方
の
人
権
に
つ
い
て
、
第
３
回
は
同

和
問
題
に
起
因
し
た
今
日
の
結
婚
差
別

に
つ
い
て
、多
く
の
方
が
学
び
ま
し
た
。

　
１
年
後
や
っ
て
く
る
文
化
祭
典

―
国
民
文
化
祭
南
丹
市
実
行
委
員
会
―

　

来
年
京
都
で
開
催
さ
れ
る
国
内
最
大

の
文
化
祭
典
、
第
26
回
国
民
文
化
祭
に

向
け
て
の
南
丹
市
実
行
委
員
会
を
７
月

30
日
、
市
役
所
で
開
催
。
各
種
団
体
の

代
表
者
な
ど
65
人
の
委
員
が
出
席
し
、

平
成
22
年
度
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
国
民
文
化

祭
プ
レ
大
会
を
10
月
30
日
、
31
日
に
開

催
。
市
内
に
残
る
町
家
を
お
借
り
し
、

一
軒
ご
と
に
異
な
る
テ
ー
マ
で
の
工
芸

作
品
の
展
示
や
食
品
加
工
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
販
売
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

国
民
文
化
祭
の
成
功
に
向
け
気
運
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲職員が拍手で見送る中、退場する岸上副市長

▲あるポーズを取らせる設定で知事に指示を与える
　桑原さん（右から１人目）

▲「子どもの権利は良好な親子、家族関係を築くことで守られる」
　と話す柴田さん

▲多数の委員が出席して行われた委員会

広報なんたん8・9月号 広報なんたん8・9月号
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五
感
で
学
び
、
伝
え
る
食
教
育

―
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
―

　

４
回
目
と
な
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
キ
ラ

リ
な
ん
た
ん
』
を
６
月
27
日
、
南
丹
市

国
際
交
流
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
食

育
・
料
理
研
究
家
の
坂
本
廣
子
さ
ん
が
、

テ
レ
ビ
番
組「
ひ
と
り
で
で
き
る
も
ん
」

の
制
作
に
か
か
わ
っ
た
経
験
や
、
自
身

が
主
宰
す
る
料
理
教
室
で
行
う
食
教
育

な
ど
を
基
に
講
演
。「
子
ど
も
に
は
６
歳

ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
さ
せ
て
ほ

し
い
。子
ど
も
は
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
物
事
を
判
断
す
る
能
力
や
自
信
を
身

に
付
け
る
。
食
教
育
は
教
え
る
の
で
は

な
く
、
本
物
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

▲ポンプ車操法の部優勝　八木支団チーム▲分かりやすく楽しい対談形式の講演

▲小型ポンプ操法の部優勝　美山支団チーム

行
政

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
こ
こ
ろ
一
つ
に
火
点
を
目
指
す

正
確
な
操
作
１
秒
で
も
早
く
！

―
消
防
操
法
大
会
―

　

７
月
18
日
、
園
部
公
園
多
目
的
運
動

場
で
、
第
21
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会

の
代
表
選
考
を
兼
ね
た
第
２
回
南
丹
市

消
防
団
操
法
大
会
を
開
催
。
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に

支
団
の
代
表
１
チ
ー
ム
ず
つ
が
出
場
し

ま
し
た
。
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
、
大
き
な
号
令
と
き
び
き
び
し
た
動

作
で
ホ
ー
ス
を
延
長
し
、
動
作
の
正
確

さ
や
標
的
を
倒
す
ま
で
の
時
間
な
ど
を

競
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
は
美
山
支
団
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

は
八
木
支
団
が
優
勝
し
て
府
大
会
の
出

場
権
を
獲
得
。
府
大
会
出
場
に
向
け
益

田
武
彦
団
長
は
「
南
丹
市
の
代
表
と
し

て
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
力
い
っ

ぱ
い
の
操
法
を
披
露
し
て
き
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
の
府
大
会
で
は
、
入
賞
は

な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
訓
練
の
成
果
を

十
二
分
に
発
揮
し
健
闘
し
ま
し
た
。
ま

た
、
八
木
支
団
指
導
員
が
腕
用
ポ
ン
プ

操
法
を
披
露
し
、
的
が
倒
れ
た
瞬
間
、
大

き
な
拍
手
と
歓
声
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

障
が
い
へ
の
理
解
の
輪
広
が
れ

―
発
達
障
害
支
援
講
演
会
―

　

翻
訳
家
ニ
キ
・
リ
ン
コ
さ
ん
の
講
演

会
を
6
月
29
日
、
南
丹
市
国
際
交
流
会

館
で
行
い
、
保
護
者
や
教
育
、
保
健
関

係
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
、

1
2
0
人
あ
ま
り
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
ニ
キ
さ
ん
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
周
囲

と
の
違
和
感
を
抱
き
な
が
ら
育
ち
、
30

代
に
な
っ
て
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
と

診
断
さ
れ
ま
し
た
。
言
わ
れ
た
こ
と
を

そ
の
ま
ま
受
け
取
っ
て
し
ま
う
特
徴
や
、

２
つ
の
こ
と
を
同
時
に
す
る
事
の
難
し

さ
な
ど
、
ニ
キ
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
通
じ
て
、
発
達
障
が
い
の

方
に
対
す
る
〝
な
ぜ
？
〞
へ
の
理
解
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

▲食教育の大切さを語る坂本さん

8

市
が
一
つ
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
を

―
岸
上
副
市
長
退
任
式
―

　

岸
上
吉
治
副
市
長
が
任
期
満
了
に
よ

り
６
月
30
日
付
け
で
退
任
し
ま
し
た
。

岸
上
副
市
長
は
旧
八
木
町
議
会
議
長
、

八
木
町
長
を
経
て
、
平
成
18
年
７
月
か

ら
は
助
役
お
よ
び
副
市
長
と
し
て
４
年

間
に
わ
た
り
、
市
政
伸
展
に
尽
力
し
ま

し
た
。

　

退
任
式
で
は
市
職
員
を
前
に
「
こ
れ

か
ら
は
合
併
と
い
う
言
葉
は
使
わ
ず
、

旧
４
町
の
垣
根
を
取
り
払
っ
て
南
丹
市

が
一
つ
に
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

さ
ら
に
進
め
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

労
苦
を
ね
ぎ
ら
う
大
き
な
拍
手
に
送
ら

れ
な
が
ら
、市
庁
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

知
事
と
和
ぃ
和
ぃ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

―
府
民
交
流
会
in
南
丹
―

 

「
明
日
の
京
都
」
や
「
明
日
の
南
丹
」

の
将
来
像
を
山
田
京
都
府
知
事
や
佐
々

木
南
丹
市
長
、
栗
山
亀
岡
市
長
、
寺
尾

京
丹
波
町
長
が
熱
く
語
る
座
談
会
が
京

都
学
園
大
学
「
光
風
館
」
で
７
月
24
日

に
開
催
さ
れ
、
お
よ
そ
3
5
0
人
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
第
２
部
で
は
、
南
丹

地
域
で
活
躍
す
る
住
民
代
表
４
人
が

日
々
の
活
動
を
実
演
。
子
育
て
支
援
活

動
を
さ
れ
て
い
る
桑
原
修
子
さ
ん
（
八

木
町
）
が
山
田
知
事
を
相
手
に
、
働
き

か
け
で
褒
め
た
場
合
と
し
か
っ
た
場
合

の
違
い
を
実
践
さ
れ
、
知
事
の
困
惑
し

た
表
情
に
会
場
が
沸
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
高
め
よ
う
人
権
意
識

―
南
丹
市
人
権
教
育
講
座
―

　

人
権
教
育
講
座
を
３
つ
の
テ
ー
マ
で

開
講
し
ま
し
た
。
７
月
15
日
、
園
部
公

民
館
で
の
第
１
回
講
座
は
、
京
都
府
家

庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
副
所
長
の
柴
田

長
生
さ
ん
が
児
童
虐
待
に
つ
い
て
講

演
。「
最
近
の
虐
待
は
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養

育
拒
否
）
の
事
例
が
増
え
て
い
る
。
虐

待
に
気
付
い
た
ら
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
関
係
機
関
に
相
談
し
、
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
第
２
回
は
障
が
い
の
あ

る
方
の
人
権
に
つ
い
て
、
第
３
回
は
同

和
問
題
に
起
因
し
た
今
日
の
結
婚
差
別

に
つ
い
て
、多
く
の
方
が
学
び
ま
し
た
。

　
１
年
後
や
っ
て
く
る
文
化
祭
典

―
国
民
文
化
祭
南
丹
市
実
行
委
員
会
―

　

来
年
京
都
で
開
催
さ
れ
る
国
内
最
大

の
文
化
祭
典
、
第
26
回
国
民
文
化
祭
に

向
け
て
の
南
丹
市
実
行
委
員
会
を
７
月

30
日
、
市
役
所
で
開
催
。
各
種
団
体
の

代
表
者
な
ど
65
人
の
委
員
が
出
席
し
、

平
成
22
年
度
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
国
民
文
化

祭
プ
レ
大
会
を
10
月
30
日
、
31
日
に
開

催
。
市
内
に
残
る
町
家
を
お
借
り
し
、

一
軒
ご
と
に
異
な
る
テ
ー
マ
で
の
工
芸

作
品
の
展
示
や
食
品
加
工
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
販
売
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

国
民
文
化
祭
の
成
功
に
向
け
気
運
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲職員が拍手で見送る中、退場する岸上副市長

▲あるポーズを取らせる設定で知事に指示を与える
　桑原さん（右から１人目）

▲「子どもの権利は良好な親子、家族関係を築くことで守られる」
　と話す柴田さん

▲多数の委員が出席して行われた委員会

広報なんたん8・9月号 広報なんたん8・9月号
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代
男
性
、
30
歳
代
男
性
で
高
い
結
果
で

し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
南
丹
市
の
乳
幼
児
健

診
参
加
者
の
問
診
票
か
ら
、
朝
食
の
頻

度
に
つ
い
て
集
計
を
し
た
結
果
は
、
左

図
の
と
お
り
で
す
。

　

食
育
基
本
計
画
で
の
子
ど
も
の
欠
食

率
は
、
０
％
が
目
標
で
す
。
南
丹
市
も

子
ど
も
の
朝
食
欠
食
率
が
０
％
に
な
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
日
の

ス
タ
ー
ト
は
朝
食
か
ら
で
す
。
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
の
食
生
活
習
慣
は
、
今
後

の
大
き
な
基
盤
に
な
り
ま
す
。
乳
幼
児

期
か
ら
食
べ
る
習
慣
を
定
着
さ
せ
る
事

が
、
成
人
期
の
朝
食
の
摂
取
頻
度
を
改

善
さ
せ
る
鍵
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

南
丹
市
食
生
活
改
善
推
進
員
を

　
ご
存
知
で
す
か
？

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
食
育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
度
に
は
、
合
併
後
初
め

て
養
成
講
座
を
実
施
し
、
31
人
の
新

会
員
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

１
６
９
人
の
会
員
が
、
「
お
や
こ
の
食

育
料
理
教
室
」
「
男
性
の
た
め
の
料
理

教
室
」
「
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

料
理
教
室
」
「
高
齢
者
の
低
栄
養
予
防

教
室
」
な
ど
、
調
理
実
習
を
中
心
と
し

た
教
室
を
各
地
域
で
行
っ
て
い
ま
す
。

「
食
べ
物
を
選
択
す
る
」
「
調
理
法
を

知
る
」
「
健
康
を
考
え
る
」
食
育
に
欠

か
せ
な
い
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、

楽
し
く
参
加
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

教
室
は
「
お
知
ら
せ
な
ん
た
ん
」
を
通

じ
て
案
内
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

９
月
は
食
生
活
改
善
普
及
月
間
で

す
。
食
欲
の
秋
も
目
前
！
あ
な
た
に
で
き

る
食
育
を
何
か
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
か
ら
で
き
る
食
育

〜 

乳
幼
児
期
か
ら
の「
食
べ
る
」習
慣
で
生
活
習
慣
病
予
防 

〜

̶39̶

お元気ですか？

栄養士です。

 

『
食
育
』
と
い
う
言
葉
を
最
近
よ
く
耳

に
し
ま
せ
ん
か
？
『
食
育
』
は
、
と
て

も
歴
史
が
あ
り
明
治
31
年
か
ら
使
わ
れ

て
い
る
言
葉
で
す
。
平
成
17
年
に
、
食

育
基
本
法
、
翌
年
に
は
食
育
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
、
現
在
で
は
、
強
力
に
食

育
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
今
、

食
育
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？
変
化
し
て
き
た
食
生

活
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

□
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電

話
の
普
及
に
よ
り
、
多
様
な
情
報
が
得

ら
れ
る
反
面
、
自
分
に
必
要
な
正
し
い

食
情
報
が
判
断
し
に
く
く
な
っ
て
き
た
。

□
24
時
間
、
自
分
の
食
べ
た
い
時
に
好
き

な
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

生
活
リ
ズ
ム
が
不
規
則
に
な
っ
て
き
た
。

□
家
族
で
食
事
を
す
る
機
会
が
減
り
孤
食

（
一
人
で
食
事
を
す
る
事
）
が
増
え
て

き
た
。

　

時
代
と
と
も
に
食
の
ス
タ
イ
ル
が
変

化
し
て
い
ま
す
。
最
近
注
目
さ
れ
て
い

る
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
も
時
代
と
と
も
に
変

化
し
て
き
た
食
生
活
が
大
き
な
原
因

の
一
つ
で
す
。
予
防
や
改
善
の
た
め
に

も
、
食
事
や
生
活
習
慣
の
見
直
し
は
と

て
も
重
要
で
す
。

　

食
べ
て
い
ま
す
か
？
朝
ご
は
ん
！

　
朝
ご
は
ん
の
現
状
は
？

　

こ
の
た
び
、
内
閣
府
か
ら
「
食
育
の

現
状
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」
（
平
成

21
年
12
月
）
の
結
果
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
朝
食
の
頻
度
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
朝
食
を
「
ほ
と
ん
ど
毎
日
食
べ

る
」
人
の
割
合
は
85.

６
％
で
し
た
。

年
代
別
・
性
別
に
見
る
と
、
「
ほ
と
ん

ど
毎
日
食
べ
る
」
人
の
割
合
は
、
60
歳

代
男
性
、
70
歳
以
上
男
性
、
60
歳
代
女

性
、
70
歳
以
上
女
性
で
高
く
、
「
ほ
と

ん
ど
食
べ
な
い
」
人
の
割
合
は
、
20
歳

「地域の人とのかかわりを通して」
『地域ふれあいサロン』の取り組みから

に
肩
た
た
き
を
し
ま

す
」
「
も
う
ち
ょ
っ

と
強
く
し
て
く
れ
る
か
」

「
気
持
ち
よ
く
な
っ
た
わ
。

あ
り
が
と
う
」
昨
年
度
か
ら

平
屋
小
学
校
が
始
め
た
『
地

域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
の
一

コ
マ
で
す
。
学
年
ご
と
に
校

区
内
の
公
民
館
な
ど
へ
出
か

け
、
学
習
の
成
果
を
発
表
し

た
り
、
来
て
い
た
だ
い
た
方

と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
や
遊
び
、
話
を
し
た

り
し
て
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
４
地
域
で
行
い
ま
し
た
。
『
地
域
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
は
、
「
学
校
か
ら
も

っ
と
地
域
に
発
信
し
て
い
こ
う
」
「
い

ろ
い
ろ
な
人
と
の
交
流
の
機
会
を
増
や

そ
う
」
と
の
考
え
の
も
と
、
「
思
い
や

り
の
心
を
持
ち
、
実
践
す
る
子
ど
も
の

育
成
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
た
ち
が

中
心
に
な
っ
て
計
画
し
、
進
め
て

い
き
ま
す
。
お
年
寄
り
の
方
や
常
日
頃

は
交
流
の
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
方
も

多
く
来
ら
れ
る
の
で
、
ど
ん
な
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る

だ
ろ
う
か
と
思
い
を
巡
ら
せ
、
相
手
の

こ
と
を
考
え
な
が
ら
計
画
を
立
て
ま
し

た
。
当
日
は
、
学
習
発
表
を
し
た
後
、

肩
た
た
き
な
ど
の
直
接
の
ふ
れ
あ
い
や
、

か
る
た
や
こ
ま
回
し
、
お
は
じ
き
な
ど

の
昔
の
遊
び
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

肩
を
た
た
く
強
さ
や
、
声
の
掛
け
方
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
な
り
に
考
え
て
行
動

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
か

ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
で
、
自

分
た
ち
で
考
え
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
を

認
め
て
も
ら
え
た
喜
び
を
感
じ
、
相
手

を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

分
た
ち
が
地
域
の
方
々
か
ら
大
切

に
思
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

を
感
じ
る
と
同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
も

地
域
の
方
々
の
こ
と
を
知
り
、
思
い
や

り
の
気
持
ち
を
持
っ
て
接
す
る
こ
の
経

験
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
「
思
い
や
り
の

心
を
持
ち
、
実
践
す
る
子
ど
も
の
育

成
」
を
目
指
し
、
校
内
で
の
取
り
組
み

と
併
せ
て
、

地
域
の
人

と
の
か
か

わ
り
を
有

効
に
活
用

し
て
、
本

校
の
人
権

教
育
を
推

進
し
て
い

き
ま
す
。

（
平
屋
小
学
校　

人
権
教
育
主
任　
　

小
寺　

功
彦
）

　「小
さ
い
と

き
か
ら
こ
こ
に

住
ん
で
い
る
の

で
、
川
遊
び
を

し
た
り
、川
下
り
を
見
た
り
、本
当

に
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。そ
ん
な
思
い
出
の
詰
ま
っ
た

大
切
な
場
所
で
す
か
ら
自
分
で
き

れ
い
に
す
る
の
は
当
た
り
前
の
こ

と
だ
と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
ま
ち
を
見
て
き
ま
し
た

が
、
自
分
の
ま
ち
は
自
分
で
き
れ

い
に
す
る
と
い
う
の
は
ど
こ
で
も

同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。こ
こ
で
作

業
を
し
て
い
る
と
自
分
の
運
動
に

も
な
る
し
、来
ら
れ
た
方
に『
い
い

と
こ
ろ
で

す
ね
』
と

喜
ん
で
も

ら
え
る
と

嬉
し
く
て
、

い
つ
ま
で

も
や
め
ら

れ
な
い
で

す
」

（
環
境
課
）

　市
内
で
発
見
し
た
感
激
の
エ
コ

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

桜
並
木
が
連
な
る
八
木
町
大
堰

川
の
河
川
敷
は
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
う
と
う
と
流
れ
る
大
堰
川
を

見
な
が
ら
風
に
吹
か
れ
て
歩
い
て

い
る
と
、
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
か

ら
解
放
さ
れ
、
と
て
も
豊
か
な
気

持
ち
に
な
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
癒
し
の
空
間
を
長
年
見

守
り
続
け
る
坂
本
義
昭
さ
ん
。堤

防
沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
、

樹
木
の
剪せ

ん

定て
い

、水
や
り
、落
ち
葉
拾

い
な
ど
、
30
年
以
上
も
前
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
を
続
け
、
今

年
６
月
に
京
都
府
の
「
環
境
保
全

功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

今
回
の
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト

　
　坂
本
義
昭
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　　（
八
木
町
八
木
）

▲

強
さ
は
大
丈
夫
で
す
か
？

「
次

こ

自

～感激！エコ発見～
環・境・市・民

―第15回―
エコちゃん

21

▲平成 21年度食生活改善推進員養成講座
　グループワークの様子

朝食を時々食べる、食べない子の割合（％）

図　H21年度南丹市幼児健診参加者問診票集計

時々食べる、
食べない

食べる

0％　20％    40％   60％　80％   100％

99.2％

95.7％

95.8％

３歳児健診

２歳児健診

１歳８カ月健診

0.8％

4.3％

4.2％
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「地域の人とのかかわりを通して」
『地域ふれあいサロン』の取り組みから

に
肩
た
た
き
を
し
ま

す
」
「
も
う
ち
ょ
っ

と
強
く
し
て
く
れ
る
か
」

「
気
持
ち
よ
く
な
っ
た
わ
。

あ
り
が
と
う
」
昨
年
度
か
ら

平
屋
小
学
校
が
始
め
た
『
地

域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
の
一

コ
マ
で
す
。
学
年
ご
と
に
校

区
内
の
公
民
館
な
ど
へ
出
か

け
、
学
習
の
成
果
を
発
表
し

た
り
、
来
て
い
た
だ
い
た
方

と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
や
遊
び
、
話
を
し
た

り
し
て
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
４
地
域
で
行
い
ま
し
た
。
『
地
域
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
は
、
「
学
校
か
ら
も

っ
と
地
域
に
発
信
し
て
い
こ
う
」
「
い

ろ
い
ろ
な
人
と
の
交
流
の
機
会
を
増
や

そ
う
」
と
の
考
え
の
も
と
、
「
思
い
や

り
の
心
を
持
ち
、
実
践
す
る
子
ど
も
の

育
成
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
た
ち
が

中
心
に
な
っ
て
計
画
し
、
進
め
て

い
き
ま
す
。
お
年
寄
り
の
方
や
常
日
頃

は
交
流
の
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
方
も

多
く
来
ら
れ
る
の
で
、
ど
ん
な
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る

だ
ろ
う
か
と
思
い
を
巡
ら
せ
、
相
手
の

こ
と
を
考
え
な
が
ら
計
画
を
立
て
ま
し

た
。
当
日
は
、
学
習
発
表
を
し
た
後
、

肩
た
た
き
な
ど
の
直
接
の
ふ
れ
あ
い
や
、

か
る
た
や
こ
ま
回
し
、
お
は
じ
き
な
ど

の
昔
の
遊
び
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

肩
を
た
た
く
強
さ
や
、
声
の
掛
け
方
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
な
り
に
考
え
て
行
動

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
か

ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
で
、
自

分
た
ち
で
考
え
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
を

認
め
て
も
ら
え
た
喜
び
を
感
じ
、
相
手

を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

分
た
ち
が
地
域
の
方
々
か
ら
大
切

に
思
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

を
感
じ
る
と
同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
も

地
域
の
方
々
の
こ
と
を
知
り
、
思
い
や
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の
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ち
を
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っ
て
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こ
の
経

験
は
と
て
も
大
切
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こ
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と
考
え
て

い
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す
。
今
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「
思
い
や
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の

心
を
持
ち
、
実
践
す
る
子
ど
も
の
育

成
」
を
目
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し
、
校
内
で
の
取
り
組
み

と
併
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て
、

地
域
の
人

と
の
か
か

わ
り
を
有

効
に
活
用

し
て
、
本

校
の
人
権

教
育
を
推

進
し
て
い

き
ま
す
。

（
平
屋
小
学
校　

人
権
教
育
主
任　
　

小
寺　

功
彦
）

　「小
さ
い
と

き
か
ら
こ
こ
に

住
ん
で
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の
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川
遊
び
を

し
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当
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あ
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ま
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す
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の
こ
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す
。
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す
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と
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ろ
で
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ね
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喜
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で
も

ら
え
る
と

嬉
し
く
て
、

い
つ
ま
で

も
や
め
ら

れ
な
い
で

す
」

（
環
境
課
）

　市
内
で
発
見
し
た
感
激
の
エ
コ

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

桜
並
木
が
連
な
る
八
木
町
大
堰

川
の
河
川
敷
は
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
う
と
う
と
流
れ
る
大
堰
川
を

見
な
が
ら
風
に
吹
か
れ
て
歩
い
て

い
る
と
、
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
か

ら
解
放
さ
れ
、
と
て
も
豊
か
な
気

持
ち
に
な
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
癒
し
の
空
間
を
長
年
見

守
り
続
け
る
坂
本
義
昭
さ
ん
。堤

防
沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
、

樹
木
の
剪せ

ん

定て
い

、水
や
り
、落
ち
葉
拾

い
な
ど
、
30
年
以
上
も
前
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
を
続
け
、
今

年
６
月
に
京
都
府
の
「
環
境
保
全

功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

今
回
の
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト

　
　坂
本
義
昭
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　　（
八
木
町
八
木
）

▲

強
さ
は
大
丈
夫
で
す
か
？

「
次

こ

自

～感激！エコ発見～
環・境・市・民

―第15回―
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図
書
館
で

　ち
ょ
っ
と

　い
っ
ぷ
く

図
書
館
で

　ち
ょ
っ
と

　い
っ
ぷ
く

ゆ
っ
た
り
と
新
聞・雑
誌
で
も
な
が
め
て
み
て
は・・・

　

週
刊
誌
・
月
刊
誌
の
情
報
は
や

は
り
新
鮮
で
す
。
国
内
外
の
最
新

情
報
か
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ

ル
メ
ま
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を

提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
『
ア
エ

ラ
』
『
サ
ラ
イ
』
『
一
個
人
』

『
メ
ン
ズ 
ノ
ン
ノ
』
な
ど
は
男

性
に
人
気
の
雑
誌
。
ま
た
、
『
オ

レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
』
『
リ
ー
フ
』

『
家
庭
画
報
』
な
ど
年
代
別
に
女

性
向
け
の
雑
誌
も
取
り
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
『
こ
ど
も

の
と
も
』
な
ど
の
児
童
雑
誌
や

『
す
く
す
く
子
育
て
』
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
情
報
も
図
書
館

で
入
手
で
き
ま
す
。
お
し
ゃ
れ
に

興
味
を
持
ち
出
す
小
中
学
生
の
女

の
子
向
け
雑
誌
『
ニ
コ
ラ
』
は
、

人
気
の
あ
る
雑
誌
で
す
。
ど
の
雑

誌
も
一
定
期
間
を
過
ぎ
た
も
の
は

貸
し
出
し
も
可
能
で
す
。
図
書

館
・
室
に
よ
っ
て
蔵
書
し
て
い
る

雑
誌
タ
イ
ト
ル
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
お
目
当
て
の
雑
誌
を
事
前
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

外
出
さ
れ
て
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た

ら
、
休
憩
が
て
ら
雑
誌
の
ペ
ー
ジ

を
め
く
り
「
図
書
館
で　

ち
ょ
っ

と　

い
っ
ぷ
く・・・」

　ワ
ン
ク
リ
�
ク
料
金
請
求
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ご
用
心
！

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

な
ど
を
利
用
し
て
、
架
空
ま
た
は
ア

ク
セ
ス
し
た
だ
け
で
多
額
の
利
用
料

金
を
請
求
さ
れ
る
と
い
う
相
談
が
急

増
し
て
い
ま
す
。特
に
最
近
で
は
、「
自

分
が
携
帯
電
話
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
し
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
イ
ト

を
見
て
い
る
う
ち
に
、
突
然
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
に
つ
な
が
り
、
料
金
請
求

の
表
示
に
な
る
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン

が
増
え
て
い
ま
す
。も
し
、参
考（
図
）

の
よ
う
な
料
金
請
求
を
受
け
た
場
合

は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
落
ち
着
い

て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

①
利
用
規
約
が
な
い
場
合
は
無
視
す
る
。

②
利
用
規
約
が
あ
る
場
合
は
、
よ
く
読
ん

で
確
認
す
る
。

③
電
子
消
費
者
契
約
法
で
は
、
事
業
者

は
、
消
費
者
に
対
し
て
申
込
内
容
を
再

度
確
認
さ
せ
る
た
め
の
画
面
を
用
意
す

る
必
要
が
あ
る
。
確
認
措
置
が
無
い
場

合
は
、
申
し
込
み
の
無
効
を
主
張
で
き

る
。

④
前
記
②
・
③
に
「
同
意
」
し
た
上
で
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
は
、
支
払
い
義

務
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

⑤
悪
質
な
も
の
に
対
し
て
は
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
は
絶

対
に
伝
え
な
い
。

　

最
近
は
子
ど
も
が
携

帯
電
話
や
ゲ
ー
ム
な
ど

を
利
用
す
る
機
会
も
増

え
、
保
護
者
の
知
ら
な

い
と
こ
ろ
で
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ご
家
庭
で
も

こ
の
よ
う
な
被
害
の
現

状
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
！

（
商
工
観
光
課
）

　

20
代
後
半
か
ら
の
女
性
を
対

象
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
美
容
、

料
理
、
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
暮
ら

し
を
楽
し
む
た
め
の
内
容
が
満

載
で
す
。

毎月７日発行
集英社

イメージキャラクター“なびっと”

南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）

http://library.intra.city.nantan.kyoto.jp/
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消費生活情報

『ＬＥＥ』

　
『
サ
ラ
イ
』
は
、「
大
人
の
生

活
誌
」
と
し
て
発
刊
さ
れ
て
以

来
、
シ
ニ
ア
向
け
雑
誌
の
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
、
高
い
支
持
を

受
け
て
い
ま
す
。

毎月10日発行
小学館

『サライ』

※参考（図）
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13 広報なんたん8・9月号

平
成
14
年
６
月
、
日
吉
町
の
朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
か
ら
、
町
内
に
伝
わ

る
昔
話
な
ど
の
「
語
り
部
」
活
動
を
志

し
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
「
か
た
り
べ
の

里
ク
ラ
ブ
」
が
結
成
さ
れ
、
い
ろ
り
を

囲
ん
で
昔
話
を
す
る
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。
日
吉
町
郷
土
資
料
館
に
あ
る
か

や
ぶ
き
民
家
（
平
成
12
年
、
日
吉
ダ
ム

周
辺
整
備
の
一
環
と
し
て
開
設
し
た
、

水
没
す
る
天
若
集
落
に
あ
っ
た
２
軒
の

か
や
ぶ
き
民
家
を
移
築
し
た
野
外
展
示

施
設
）
が
活
動
拠
点
で
す
。
現
在
会
員

は
５
人
。
日
吉
町
に
伝
わ
る
物
語
、
お

祭
り
、
行
事
の
お
話
や
、
昔
の
暮
ら
し

の
様
子
な
ど
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
、

人
形
劇
や
伝
承
調
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
協
力
し
て
、
体
験
を
通
し
て
楽
し
み

な
が
ら
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

８
月
21
日
に
は
、
郷
土
資
料
館
開
館

10
周
年
記
念
行
事
と
し
て
「
あ
の
戦
争

と
子
ど
も
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
紙
芝

居
な
ど
を
使
っ
て
学
童
集
団
疎
開
の
お

話
し
会
を
開
催
。
さ
ら
に
、
当
時
の
食

事
情
を
体
験
で
き
る
よ
う
、
昔
の
食
文

化
を
次
世
代
へ
伝
え
る
活
動
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

の
協
力
で
「
す
い
と
ん
」
の
試
食
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

核
家
族
化
が
進
み
、
家
庭
で
は
日

本
や
地
域
が
ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ

て
き
た
か
を
語
り
継
ぐ
機
会
が
少
な
く

な
っ
た
今
日
、
語
り
部
と
し
て
奮
闘
中

の
皆
さ
ん
で
す
。

かたりべの里クラブ

代表　久野克己さん

（連絡は社協日吉支所まで）

▲

紙
芝
居
を
使
っ
て
説
明
す
る
メ
ン
バ
ー

▲「すいとん」を味わい当時を考え合う参加者

５月４日、かやぶき民家の探検
会を郷土資料館で催されました。
かやぶき民家の観察ポイントをク
イズ形式で出題し、当時の暮らし
ぶりを説明。牛小屋を見て、牛を
ペットととらえる子どもに農作業
に欠かせない動力としての役割を
説明しておられました。

〜かたりべの里クラブ〜
町内に伝わる昔話などを語り継ぐ

かやぶき民家の探検会

お知らせ
　かたりべの里クラブでは、一緒に活動し
ていただける方を募集しています。興味のあ
る方は、南丹市社会福祉協議会日吉支所
TEL：（0771）72-0947までご連絡ください。
　また、子ども会や地域行事に出向く、「出
前語り部」も行います。お気軽にご相談くだ
さい。

てこの原理「唐臼（からうす）」に興味津々の子ども



まちの話題を紹介します

14広報なんたん8・9月号

　府道和泉宮脇線のバイパス工事に
合わせ、新たな観光交流の拠点とな
る施設が完成し、記念式典とオープ
ニングイベントを開催。式典では、
関係者がテープカットや広場の愛称
『美山ゑびす屋』の看板の除幕を行
いました。午後からは実行委員会主
催のオープニングイベントが行わ
れ、建設中の和泉大橋の橋面に縦５
ｍ、横26ｍの絵を描きました。強い
日差しが照りつける中、およそ50人
の子どもたちが２時間かけて完成。
出来上がった絵と一緒に記念写真を
撮りました。また、和太鼓や北桑田
高校吹奏楽部の演奏などが会場を盛
り上げ、広場の完成を祝いました。

　南丹市商工会主催のそのべ夏まつりが宮町
シンボルロード周辺で行われ、パレードや七
夕まつりなどを楽しむ人でにぎわいました。
夏といえば昭和40年から続く園部小学校鼓
笛隊のパレード。５・６年生140人は演奏す
る楽器などを５月に決定し、練習を積み重
ね、夏休み中にも３日間全体練習を行いまし
た。この日は同小児童愛唱歌「みんななかよ
し」や嵐の「Ｈ

ハ ピ ネ ス

appiness」などの曲を鼓笛
演奏や華麗な旗さばきで披露。集まった多く
の観客から大きな拍手が送られました。今年
は華やかな京都府警察音楽隊のパレードも実
施されました。

　ひよし夏祭り2010がスプリングスひよしで開催。毎
年大人気の大堰川漁業協同組合主催のちびっこ魚つかみ
取り大会には市内外から多くの親子連れが集まりまし
た。池に3,000匹の金魚と50匹のうなぎが放され、子ど
もたちは笛の合図で一斉に水に入って、必死に魚を追い
かけました。
　夜には市内で今夏初となる花火が打ち上げられ、間近
で見る1,000発の花火の迫力に大勢の観客が酔いしれ、
あちこちから拍手と歓声が上がりました。

「
美
山
の
味
楽
し
み
な
が
ら
ひ
と
や
す
み
」

「
伝
統
の
鼓
笛
隊
が
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
」

「
猛
暑
・
ゆ
か
た
・

　

花
火　

夏
き
た
る
」

（
７
／
31　

２
０
１
０
南
丹
そ
の
べ
夏
ま
つ
り
）

（
７
／
18　

ひ
よ
し
夏
祭
り
２
０
１
０
）

▲真剣な表情でパレードする園部小児童

▲テープカットをする佐々木市長ら（左から3人目）

▲

金
魚
は
ど
こ
に
い
る
か
な

▲橋面に完成したゑびす様の巨大絵と参加した子どもたち

（
７
／
17　

南
丹
市
美
山
和
泉
交
差
点
観
光
交
流
広
場　

オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
）



まちの話題を紹介します
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　日吉駅、胡麻駅の開業100周年を祝
う記念式典が日吉町生涯学習センター
広場で開催（日吉町地域自治振興会、
各駅100周年記念事業実行委員会主
催）。小林敏雄自治振興会長の式辞に
続き、西野公庸さんの寄贈により設置
したＤ51型蒸気機関車の動輪モニュメ
ントの除幕を行い、園部以北の複線化
に向けた活動の決議がされました。ま
た、胡麻駅は８月14日、日吉駅は22日
に駅周辺で記念事業が行われ多くの人
でにぎわいました。

　日吉町郷土資料館でミニＳＬ運転
会が行われ、家族連れら200人あまり
が、かやぶき民家の前を列車が走る懐
かしい雰囲気を楽しみました。このイ
ベントは、京都―綾部間開通100周年
を記念して文化博物館・郷土資料館で
開催している展示会関連イベントの一
つ。南丹市立文化博物館では京都―園
部間、日吉町郷土資料館では園部―綾
部間を中心に、丹波地域の鉄道の歴史
を振り返り、建設から現在までを模型
や写真など多様な資料で紹介していま
す。９月26日（日）まで開催中です。　美山かやぶき美術館で27人の小学生が布

製のエコバック作りに挑戦。この体験講座
は、織物造形作家の上田恭子さんとガラス
作家の山本佳子さんを講師として実施しま
した。薄いゴム製のシートをハートや鳥、魚
などの形に切り取ってスタンプを作り、顔
料を付けてぺたぺたとバックに模様を描き
ました。「これ何に見える？」「ここに名前
を書くわ！」と友だちと話しながらオリジナ
ルエコバックが完成。昼食は食生活改善推
進員さん手作りの夏野菜たっぷり「とびっ
きりカレー」をみんなで食べました。

　八木中央幼児学園のお泊り保育が行わ
れ、５歳児46人が参加。園児はまず夕食
のカレーづくりに挑戦しました。園庭で育
てたオクラ、ゴーヤ、かぼちゃなどの野菜
を慣れない手つきで調理。火にかけた鍋に
向かって「グリーンパワー！」と叫んでお
いしくなるよう気持ちを込めました。この
日を楽しみにしていた子どもたちは笑顔
いっぱいで「今日は仮面ライダーのパジャ
マ持ってきたんやで」と自慢げに話して
くれる子もいました。夜はキャンプファイ
ヤーと花火で友だちと過ごす楽しい夜を
満喫しました。

「
日
吉
・
胡
麻　

両
駅
の
歴
史
を
祝
う
」

「
１
０
０
周
年
記
念
特
別
展
９
月
26
日
ま
で
」

「
か
わ
い
い
エ
コ
バ
ッ
ク
で
エ
コ
生
活
」

「
お
い
し
く
な
ぁ
れ
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
！
」

（
８
／
１　

鉄
道
～
果
て
し
な
く
続
く
路
～
夏
季
特
別
展
・
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
転
会
）

（
７
／
26　

美
山
か
や
ぶ
き
美
術
館
夏
休
み
体
験
講
座
）

（
７
／
16　

八
木
中
央
幼
児
学
園
お
泊
り
保
育
）

▲モニュメントの除幕を行う関係者（JR鍼灸大学駅前広場）

▲帽子もバッチリ、子ども運転士

▲どんなデザインにしようかな

▲野菜たっぷりのカレーの出来上がり

（
８
／
14　

日
吉
駅
︽
旧
殿
田
駅
︾、
胡
麻
駅
開
業
１
０
０
周
年
記
念
式
典
）
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な
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た
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ミ
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ー
ジ
ア
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※
担
任
の
先
生
、
担
当
教
科
の
先
生

の
講
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●総人口：34,685人（＋9)
（男：16,670人・女：18,015人）

（＋9） （±0）

●世帯数：13,628世帯（＋13)
（平成22年9月1日現在）

（　）内は前月比　

「
大
き
な
木
」

関　

直
人
さ
ん
（
３
年
）

　

「
い
っ
ぱ
い
、
ゆ
め
い
っ
ぱ
い
」

片
山　

森
尊
さ
ん
（
２
年
）

▲宇宙を旅する大きなロケットです。
前にはブランコもついていて、いつで
も遊べます。

「
夕
顔
」

小
寺　

慧
弥
さ
ん
（
６
年
）

▼

不
思
議
な
た
ま
ご
を
割
っ
て
み
る
と
、
大

す
き
な
モ
ン
ス
タ
ー
ハ
ン
タ
ー
と
ポ
ケ
モ
ン

が
出
て
き
ま
し
た
。

▼
天
に
向
か
っ
て
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
木
で

す
。
そ
の
木
を
見
上
げ
な
が
ら
ブ
ラ
ン
コ
で

遊
ぶ
の
は
楽
し
い
で
す
。

▼

文
字
の
大
き
さ
を
確
か
め
な
が
ら
、
調
和

の
と
れ
た
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
ロ
ケ
ッ
ト
」

小
寺　

翔
輝
さ
ん
（
１
年
）

　（ばあばより）

しお　がい　　　　り　　く

塩貝　莉空くん  （１歳７カ月）
●八木町

「いつも、おいしい野菜ありがとう　
  じいちゃん、ばあちゃんだいすき」

は
や 

と

塩
内　

捷
人
く
ん 

（
３
歳
）

き
ょ
う

　
　
　

京
ち
ゃ
ん 

（
１
歳
6
カ
月
）

●
日
吉
町

「兄妹仲良く元気でネ！」

市民提案型まちづくり活動支援交付金制度を創設
【特 集】

2010年
8・9月号

　

園
部
小
学
校
鼓
笛
隊
の
パ
レ
ー

ド
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
？
誌

面
で
は
５
文
字
で
す
が
大
勢
の

方
々
に
記
憶
を
た
ど
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
市
役
所
職
員
か
ら
当
時

の
担
任
の
先
生
を
教
え
て
も
ら
い
、

先
生
も
当
時
の
資
料
を
調
べ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
感
謝
。
京
都
新
聞
の
当
時
の

記
事
に
は
、
自
動
車
シ
ョ
ー
も
同

時
開
催
と
あ
り
、
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
た
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　

  　
　
　

（
Y
ａ
）

（じいちゃん、ばあちゃんへ）

| 

南
丹
市
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摩
気
小
学
校
|


